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はじめに

空間経済学の視点から

世界経済の
グローバル化と地域統合

東アジアにおける地域統合の
進展と課題

日中連携による
東アジアにおける知のルネサンスの

促進
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１．グローバル化と地域統合

世界システム変革のエンジン

情報革命を通じての広い意味での輸送費の低減
（人・物・金・情報）

（国民経済：”too small” and “too large”）

グローバル化 ＆ ローカル化

国境の役割↓ 局地経済圏の形成
都市・地域の重要性↑

地球規模での経済・社会システムの再編成
（超国家システムの模索＆分権システムの模索）
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地域は夜かがやく
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EU 15, NAFTAと東アジアにおけるGDPの成長
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GDP of East Asia, NAFTA, EU15 (billions)

EU15

NAFTA

East Asia 10

7926

11086

7334

Note: East Asia includes China, Indonesia, Japan, Hong Kong, the Republic of Korea, Malaysia, the Philippines,
Singapore, Thailand, and Taiwan. 

Source: Alan Heston, Robert Summers and Bettina Aten, Penn World Table Version 6.1, Center for International
Comparisons at the University of Pennsylvania (CICUP), October 2002 

the world share (2000)
EU 15          25%
NAFTA        35%
East Asia     23%

83%

the world share (1980)
EU 15          29%
NAFTA        27%
East Asia     14%

70%

25%

35%

23%
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East Asia

34.9

52.4

ASEAN10
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25.8

13.9

64.4

56.4

EU15

58.7

33.2

44.6

NAFTA

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

1980 1985 1990 1995 2000

％

2003

東アジアのデ・ファクトな地域統合

域内貿易（輸出＋輸入）シェア，1980－2003
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東アジア：主要都市を中心とする多核的経済へ発展



8The Dynamics of Urban Grown in Three Chinese Cities (Oxford, 1997)

北京・天津

上海

香港・広東

hand in hand

Economic Growth

Agglomeration

hand in hand

Disparity

経済成長

集積

格差

出典：Shahid Yusuf and Weiping Wu
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朝日新聞 2006年3月6日

“If farmers are rich, then the country will be prosperous.
If villages are stable, then the society will also be stable.”

— President Hu Jintao, China
(TIME, 13 March 2006, 22)
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２．空間経済学とは

多様性と近接性

より生まれる

集積力と創造性

地理的空間（都市・地域・国際）の

統一的な経済理論（一般均衡理論／一般均衡動学）
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国境を 取り払う

ヨーロッパの新しい経済地図？

EU統合

空間経済学発展の経緯：EU統合と

ボーダレス・エコノミーの進展
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MIT Press, 1999
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環境の漸次的変化

集積力 分散力

自己組織化

不安定化

新たな構造へ自己組織化

せめぎ合い

「空間経済学」の基本的考え方

安定な空間構造

（多階層・フラクタルな「核」－「周辺」構造）

輸送・生産技術、人口・・・
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多様性

消費財

中間財

人間

集積力

規模の経済

（不可分性）
輸送費

内生的集積力

positive feedback効果

（雪玉式効果）
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Positive feedbacks（雪玉現象）を通じての集積の形成

組立企業
（set makers）

自動車／電機・電子

部品・原材料
供給者

輸出 労働者

資本

技術

国内

国外

国内

国外
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Bangkok郊外への

自動車産業の集積

自動車企業
Toyota, Suzuki
Nissan, Honda
Isuzu, Hino
Mazda, Mitsubishi
Yamaha, Kawasaki
GM, BMW
・・・

部品・原材料企業
Denso, ・・・・・・

・・・
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Nagoya
Kyushu

Shanghai

Guangzhou

Beijing/Tianjin

Manila

Kuala Lumpur

Jakarta

Bangkok/Rayong

China

ASEAN

India

Delhi

Mumbai
[Bombay]

Korea

Automobile Cluster in Asia
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３．人・物・金・情報の「輸送費」低減の影響

ＩＴ革命

輸送技術の進歩
（コンテナー革命）

ＷＴＯ

ＦＴＡ／ＥＰＡ

人・物・金・情報
の

「輸送費」低減

（世界システム変革のエンジン）

地球上における
経済活動の

より均等な分布へ？

「輸送費」低減の非線形効果
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（注）技術革新 新しい活動／産業 ： 情報・知識集約型 少数の都市へ集積

（注）IT ←→ フェース・ツー・フェース ： 相互補完的

（e.g.  ゲーム・ソフト）

輸送費の十分な低下

分散と再集積

さらに
輸送費の低下

輸送費

集積度

輸送費

分散

高賃金／地価
競争の増大
を避けて

集積

集積経済
の相対的
増大

分散

動かない
要素へ引かれて

集積の形成

輸送費低減の集積への非線形効果
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４．東アジアにおけるネットワーク型貿易構造の形成

出所：『通商白書2007』
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出所：『通商白書2007』
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世界における電子産業
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出所：『通商白書2007』
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出所：『通商白書2007』

中国貿易における多国籍企業の役割
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Japan and NIES

中間財
資本財

（消費財）

US
(and the ROW)

China
ASEAN

消費財
中間財

消費財
（部品）

消費財
（部品）

ネットワーク型生産拠点としての東アジアと
Asia-Pacificにおける三角貿易

世界的工場
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31,161日本

24,014Hong Kong

20,887Singapore

12,581Taiwan

10,006Korea

3,880Malaysia

1,993Thailand

969Philippines

963中国

819Indonesia

440Vietnam

331Laos

297Cambodia

In 2002 ($)country

31,161

297

東アジア各国・地域における１人当たり所得（2002年）

５．アジアにおける所得格差

India                             511
(2003年）
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出所：『通商白書2007』
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朝日新聞 2006年3月6日

“If farmers are rich, then the country will be prosperous.
If villages are stable, then the society will also be stable.”

— President Hu Jintao, China
(TIME, 13 March 2006, 22)
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６．アジアにおける経済統合の将来



31
出所：『通商白書2007』



32

アジアにおける地域統合の推進の必要性と課題

（１）WTOの限界 → WTOを補完しつつFTA・EPA等を通じての更なる統合の推進

（２）EU, NAFTA, MERCOSUR → アジアの相対的な不利を回避

（３）市場を通じてのデ・ファクトな統合を国際間・アジア地域大の制度構築を通じて

のanchoringと更なる推進

（４）デ・ファクトに非常に緊密になってきている地域内貿易と投資の安定性の確保

→ アジア地域大の金融協力システムの構築

（５）新たな地域大の問題の共同的な解決

（国・地域間格差、安全保障、環境、ｴﾈﾙｷﾞｰ、資源、知財権、ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ、テロ等）

（６）発展途上国・地域（特にCLMV）の構造改革と経済発展を支援・促進するための、

アジア全メンバーによる協力システムの構築

（７）アジア地域内における労働・人材の国際間移動の円滑化のための地域大の

共通制度の構築

（８）ASEAN+日中韓・東アジアサミットを通じての「東アジア共同体」形成、ないしは、
アジアの（機能別）地域連携の強化（EU型あるいはNAFTA型と異なる、アジア
の多様性の潜在力を生かした、オープンかつ実質的な独自の制度構築を）
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出所：『通商白書2007』
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世界的製造拠点
（World Factory）

世界的創造拠点

世界的文化中心

East Asian  Renaissance

Brain Power Society
（知識創造社会）

７．東アジアにおける知のルネサンスに向けて
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European (Italian) Renaissance

1250 1300       1350      1400       1450      1500       1550       1600   

知的爆発
centered around Italian city states

covering most fields

文学・古典学・哲学

ダンテ（文学）
ボッカチオ（文学）
レオナルド・ブルーニ（古典）
ボッジョ・ブラッチョリーニー

（古典）

万能人

レオン・アルベルティ
Leonardo da Vinci
Michelangelo

絵画

ジョットー
ウッチェッロ
フラ・マンジェルコ
ピエロ・フランチェスカ

Botticelli
Raphael

彫刻・建築

カンピオ
ドナロッテ
ロッビア
ヴェロッキオ

科学・技術

Gutenberg
Galileo
Copernicus
Kepler

航海

Marco Polo
Columbus
Vasco da Gama
Amerigo Vespucci

・
・
・

・
・
・ ・

・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・
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Industrial Society
（資本主義）

Brain Power Society
（脳本主義）

資本に基づく大量
生産・大量消費

知力に基づくイノベ
ーション・知識創造

知的爆発

グローバル化と情報革命
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出所： 『科学技術指標』 平成16年版、文部科学省科学技術政策研究所

patent registration

日本経済新聞
2007年9月4日夕刊
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東アジアの将来

現在：世界的工場

（通常の）財の製造拠点
＝

私的財

将来：世界的創造拠点

新しいIdeas・技術・知識の創造拠点
＝

公共財 ＋ 累積的効果 ＋ 連鎖反応効果
（みんなで使える） （雪玉的成長） （玉突き効果）
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中国：「科学的発展観」に基づく成長方式の転換

「粗放（資源浪費）型」 「集約・循環（資源節約）型」へ

「輸出・投資主導型」 「内需主導型」へ

「傾斜型」 「均衡型」／「調和型」

沿岸部重視

都市重視

工業重視

成長重視

中西部・東北部も重視

農村も重視

農業およびサービス業も重視

環境も重視

「技術導入型」 「技術革新（イノベーション）型」へ
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中国：「国家中長期科学技術発展計画要綱（06-20年）」
2006年2月発表

2020年までに： 『科学技術大国』

基盤科学と先端技術研究で

世界に大きな影響を与える国へ

（イノベーション型国家へ）

2050年までに： 『科学技術強国』
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出所： RIETI研究主幹 長岡貞男「日本のイノベーションの特徴と課題」2007年10月16日



42出所： DRC呂薇「中国における国家イノベーションシステムの特長」2007年10月16日
RIETIにて発表



43出所： DRC呂薇「中国における国家イノベーションシステムの特長」2007年10月16日
RIETIにて発表
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８．東アジアの多様性を生かしつつ知のルネサンスへ
accelerating East Asian Renaissance together 

contributing to the World Development
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知識創造社会における多様性の重要性

・個々の人材・頭脳（Brain Power）
（頭脳＝「使えば使うほど増える唯一の資源」）

・多様な頭脳＝多様な人間・人材

から生まれる相乗効果（synergy）

知識創造社会における最も中心的な資源
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“三人寄れば、文殊の知恵”

抵 个 渚 葛 亮”

With three ordinary persons together,
splendid ideas will come out.

“三 个 皮 匠、臭、
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共通知識
Bの

固有知識

Aの知識の総体 Bの知識の総体

“三人寄れば文殊の智慧”

多様な頭脳の共同から生まれる
知識創造における相乗効果synergy

Aの
固有知識
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Aの知識の総体 Bの知識の総体

“三人寄れば文殊の智慧”

“三年寄ればただの智慧”

長期的にも本当か？

共通知識
Bの

固有知識
Aの

固有知識



知識労働者の一極集中

二律背反の効果

短期的

多様な人間の密な
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝによる
知識外部性の増大

長期的

共通知識の肥大化
による多様性の減少

（金太郎飴）

組織・都市・地域・国相互間の人材・人間の交流と流動

これを防ぐには



出所： 『レオナルド・ダ・ヴィンチ ― 天才の実像』 朝日新聞社、NHK、NHKプロモーション
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二地域／国のケース

地域間交流

移住
地域内
交流

地域
A

地域
B

iK jK

ijC

lKkK

klCAji ∈, Blk ∈,

iK lK

ilC

地域内
交流

Ai∈ Bj∈
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ヨーロッパ都市間における知の交流（1985-2002）
― パテント登録におけるHigh-Tech企業間Patent引用数より ―

出所： M.M. Fisher et. al. (2005) 



The World Bank, An East Asian Renaissance, 2007, p.163

Seven East Asian economics = Korea, Taiwan (China), Hong Kong (China),
Malaysia, Singapore ant Thai

東アジアにおけるPatentの引用度



54The World Bank, An East Asian Renaissance, 2007, p.166

電子産業におけるPatentの引用度



55日本経済新聞 2007年9月3日



出所： Nobuhiro Horii, Kyushu University, 2007年9月

中国：エネルギー供給における石炭への高い依存度
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中国民間企業のFGD装置開発によるSO2の削減

FGD装置メーカーの数

2003年

7社

2005年

46社

2006年

100社以上

FGD装置生産コスト（per KW）

2000年

800-1300yuan

2005年

150-250yuan

2006年

200yuan以下

予測： 2010年にはFGD装置により30%のSO2削減可能

出所： Nobuhiro Horii, Kyushu University, 2007年9月
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９．東アジア20億人全員による知のルネサンス

世界的製造拠点 世界的知識創造拠点

East Asian Renaissance

経済・産業

教育・研究
人材育成

芸術・芸能
文化

innovation
everywhere
（都市＆農村）

everybody
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朝日新聞 2006年3月6日

“If farmers are rich, then the country will be prosperous.
If villages are stable, then the society will also be stable.”

— President Hu Jintao, China
(TIME, 13 March 2006, 22)
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従来の経済発展の概念

農業 製造業 サービス

新しい経済発展の概念

製造業

農業(自然資源型産業）

サービス

innovation
everywhere
everybody
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Economic Development Capitalizing
on

Brand Agriculture
ーTurning Development Strategy on Its Head－

Masahisa Fujita

China-Japan Joint Seminar on Applied Regional Science
Shanghai, 23-24 September 2006

応用地域科学 中日合同研究会 上海
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Brand Agriculture ＝ 創造型（イノベーション型）自然産業

例１：日本における「一村一品（One Village One Product）運動」
徳島県上勝町における『彩（いろどり）』事業

例３：アフリカ Malawiにおける「一村一品運動」

例４：アフリカ Kenyaの高地におけるバラ（rose）の栽培

（例２：タイにおける「一村一品運動」）

（例５：Myanmarにおける日中の農村開発 ）
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例１．『彩』事業／徳島県上勝町

（横石氏、1980年）（横石専務、現在）



上勝町『彩』事業の主力商品、「つまもの」の例
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上勝町『彩』事業

•1986年、農協の横石氏（当時27歳）と4人の主婦が活動
開始

•1999年、第三セクター「株式会社いろどり」設立（統括事業）
現在：横石代表取締役および3名のスタッフ［26歳（神奈川から）、

27歳（Uターン）、31歳（隣町より）］

• 参加者（農家の人々）約150人

• 平均年齢67歳（女性が大部分）
最年長者94歳

• 参加者1人当たり平均年収170万円（≈15,000USドル）
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現在：「笑顔の町」上勝町、『彩』事業の主役の人々



(c) 出荷用パッキング (d) 専用トラックで空港へ

おのおの社長で労働者：コンピュータを駆使して市場直結
(a) マーケット情報に基づき出荷戦略 (b) 特別なキーボードと大きなマウス
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無限の創造力
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例３．Africa Malawiにおける「一村一品運動」
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朝日新聞
2007年10月13日夕刊
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accelerating East Asian Renaissance together

contributing to the World Development
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中国国務院発展研究中心（DRC）と
経済産業研究所（RIETI）の研究交流

2007年10月16日

技術経済研究部長
呂 薇 氏



謝 謝


